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。



奏琴 ■ ９ 回工践 員 会青義

平成 １ ６ 年２月 ２ ５ （水）

議長団 ３年団

１ ３ 時３ ０ ～、 会 議 室

Ｉ 校畏挨拶

．
Ｉ 協 議

３ 卒業式等実施 （案） について

（１） 日程・式次第 （２） 式場準備

（４） 卒業記念晶 （５） その他

（３） 前日大掃除分担



（５） その 他

口 ：３点お願いがある。

三 ろ 目 は、 ３ 年 ２ 組の■■■ 吠 チマ チョ
ゴリ を 着 て 卒業 式 に 出 た いと 申 し出が あ っ

た こ と。

こ の ３ 年 問、 在 日 韓 国籍 の 生徒 に 対 し て失 礼 な 振る 舞 い をして き た。 本校 で こ の 問

題 に 対 して一 生 懸命 取り 組 んで きた わけ では ない。 どち ら か とい え ば外 部 の方
にお 世

話に な っ て、 ク ラス の中 でカ ミ ン グア ウ トを して いる。 ま た、 い ろ い ろな 活動 を当 人

がお こ な っ てい る。 い ろん なこ とと 戦 って き たな かで、 彼 女自 身 が 卒 業 式で チマ チョ

ゴリ を着て出牟いという気持ちになっ た 彼女たちのがんばってき た証としてチマチ

ョ ゴリ を 着さ せて 卒業 式 に 出て ほ しい と思 う。

＝：ニニ幾 ζ：１㌫ 駕 講二驚桑二
’
そのときに口

が チマ チョ ゴリ をつく っ ても ら える か らう れ しい と話 して い た。

卒 業 証 書 等 の こと で、 家 庭 訪 問 した。 そ の とき に、 担 任 ・ 学 年 主 任 か らチマ チョ
ゴ

リ を 着 て み な い かと 問 い かけて みた。 問 い かけ た 直後 は、 ｒはず か しい し季節 的 に 寒

い し な」 と 言 っ てい た。
「ま あ、 じっく り考 え な さい」 と 言 って そ の 日 は 帰っ た。 数

目後、 彼 女 が
ｒ考 えた 結 果、 着 て みた い」 と 言っ て きた。 本 人 は、

ｒ自 分自 身の こ れ

か ら の 将来 の た めに」 と言 って いる。



づ
口 ： チマ チョ ゴリ を 着る こと に 意義 にっ い て。

口 ： 着 るこ と で、 私 が 韓国 人で す
と 宣言 す るこ とで あ る。

０ ：市立 蹄 校では、 あた１まえに
あることである。

０ ： 当初 この 話 を 聞 か され たと き は、 反 対 で あっ た。 卒業 式 に は、 制服
を 着 るの が 当 た

り 前 だ と 思、っ て い る。

生徒 の 思 って い る こと を尊 重す る のは 大切 であ る。

チ マ チ ョ ゴリ を着 て 卒 業式 を でる の は、 今 回 だ けな の か。 も し
来 年 度 も とな る と、

そ のよ う に生 徒 に 指導 して いく の か。

口 ：一回一回議論して いくことが大切。

●０ ： □ さんの考 えを尊重してあげたい。 本人が卒業す
るにあたって、 華々 しく卒業し

て い っ て ほ しい。
’
ま た、 在 校 生に 対 して は げま しに

なる の ではな い か。 だ か ら、 賛 成

で あ る。

０ ： 反対 で ある。 ３ 年 生 の方 でそ の 話 が あつ
た とき に・ いつ ２ 年団 で 話

が ある か な あ と

思い 考 えて いた。 自 分の 意見 を言 え るか
どう か を思 い、 勉 強 してき た。

卒業式 と は、 鳥 商 で学 んで きま したよ
と いうも の の 総決 算 である。

服装 を 着 る だ け自 国を 尊重 して いる と い うこ と で はな い、 内面 が 大切 で は な い か と

、霞、づ て い る。

口 ： 昨日、 学 年会 で い ろい ろな 意 見
が 出た。 反 対？ 方 ・賛

成 の方 がい ま した。

個 人的 に は、 ■■や ●
■が ’年 生 のと き には授 業 で かか わっ てき た。

差別の 解 消 を目 指 す には、 差 別か ら 学 ばなけ れ ばな ら
な い と思 って い る。

また、 アイ デ ンテ ィ ティ ・ 民族性 を
尊 重 する の は 大切 で あ る。 しか し、 そ れ が 尊 重

さ れ て こな かっ た。 尊重 する に は、 向き
合っ て い かな けれ ば なら ない。

卒 業 後 も 民族 差 別 と 向き 合 って い か な けれ ば な らな い、 とい う こと も か んが え な け

れ ば な ら な い。
Ｉ乙
Ｖ

口 ： 現在、 北 朝 鮮
バ ヅ シ ングが 多 い よ１ に 思 １が。 そ のこ も、 含 め て 考 え なけ れ ば な ら

な レ・
。

口 ： そ のこ と につ い て、 □ ■ の 家族
と は話 して いな い。 。

口 ：北 朝 鮮 バ ッ シ ン グが ある か ら、 駄 目 な の
か。 そ う では なく て、 卒業 式 で チマ チ ョ 戸

、
ギ を着 る こ と に よっ て、 どこ に 行っ て も自 分 自 身 の本 名

が 名 桑 れ る よ う に した い。

反 対の 意 見 を出 し てい ただ きた い。

０ ：公 立教 育 の場 で は、 民族教 育 に限界 が あ ると思 う。 民族 学
校と 公 立学 校と の 違 いは、

民族 教育 が でき る か否か だ と考 えて いる。

チ マ チ ョ ゴリ を着 て 卒業 式 を 終 えた 後、 ２年 生 ・ 保護 者 が どの よ うに 思 う の か。 そ

れ を考 え ると、 な か な か説明 が しにく いの では。 在 校
生 の 状況 に？ い ても 想 像が でき

な い。 卒業 式 は 生 徒に とっ て最後 の 学 校行
事で あるが、 そ れ をや ぶっ てま でテ コ 入 れ

は する の は お か しい ので は。 また、 あ らた な 差別
が 発 生す る ので は。



● ： 賛 成 で ある。 在 日 と して のアイ デ ンテ ィ ティ に か
かわ ること で はな か ろう か。

今年度限りのことでなんとなく流れていく のであれば、 かなりの意気込みで卒業 式

に 臨ん だ 在 目 の生 徒が しん どいの で はな い だ ろう か。 反対 の意見 が もっ と 出 ると 思 っ

て いた が で な いの はな ぜだ ろう か。

一 ： なぜ 意 見 が 出な い のか。 み な さん に 良 心
が あ る か ら意 見が出 にく いの だ と 思う。

み な さ ん は い ろい ろ な思い が ある は ず で あ る。 会 議 以外 では い ろい ろ な 意 見 を言 っ

て い る。

‘■□ ： 発 言 は出 て こな い の はな ぜ か、 名 指 しで い われ れ ば会 革で は話せ な い。

口 さんは担任と家族とも話した結果なのだ牟ら、 彼女の意見を尊重するのがよい

の で は。 何 か事 件が 起き たらと今 か ら 考 えな く て も、 何か
が起 これ ぱそ の後 に 対 処す

れ ば よ いで は ない のか。

ｏ ＝生徒はいろいろ壱場面や外部で自分の意 見を話 しているｇに、 なぜ職員会議で話せ

な い の か 不思 議 である。 部 外者 のい ない と こ ろ で話 ができ な いの はお か しい。

１ ■ 炉 チ マ チョ ゴリ を着て 卒 業式 に出 る 享 にっ い て は、 ま げてお 願 い したい。

■ ：「チ マ チョ ゴリ を 着 たい」 『卒業 式 に出 な い と 言 った」 もの の一 つ の 意 義 は、 職 員 会

議 で在 日 外国 人 問 題につ いて話 を して も ら うと い うも のも含 ん でい る。 も っ と、 意 見

を 出 して も ら える とい いアイ ディ アが 出 てく るの で は。

先 生方 に、 自 分 た
ち の存在 を認 識 して ほ し いと い うこ とだ と思う。

ｏ ＝１ 年団 の 先 生は、 こ のこと につ いて の 学年
会 を して い ないの で考 え る 時間 が ほ し い。

ｏ ： ■ さんは、 反対されるというこ
とが怖いのではなくて。 教員が話 してくれな いか

ら、 どう 思っ て いる のか
が 不安 で ある。

休 憩 １ ０ 分 （～ １ ５ ： ４ ５）

１ｉ■ ：賛成とか反対ではなく、 口 さんこうしたいと言えばそれを許可するのは、 無責任

に な る。 考 えれ ば
プラス 面も ある がマイ ナス 面も たく さ んある。 着 る こ とに な っ たの

で あ れ ば、 それ を全職員 で 支えな く て はな ら な い。 着 る こと は簡 単 で ある が、 そ れ を

支 え る の は大 変 で ある、 もっと そ のこ と に つい て もっ と話 し合 わな い と い け ない と 思

う。 また、 不 本 意入 学を してき た 生徒 が ３ 年 間経 って 鳥 商を誇 り に 思 える よ う にな っ

た生 徒 も いる。 そ の生徒 の気持 ち も二
■ ０さ んの こと を考 える と 結論 はで な い。

電■■： ど ん な 準 備 を し て い る の か。 、，，

● コ：ま だ 話 し合 え て い ないが …。 時期 に つ い て は、 卒 業 式の 前目 に 話 し て は、 どう ろう

と い う意 見は ある。 話 すタイ ミ ン グ・ 内容 に つ いて は話 し合 って な い。

口 ：．■■く んの家に家庭訪問を したとき に、 チマ チョ
ゴリのことも保護者のかたに話し

た。 保 護 者 は、
「鳥 商は表 の 部分 は進 ん でい る が 内 側 は どう だ ろ う か。 卒 業 式 で 本名

を呼 ば れ るこ と で、 民族性 が全 体に 対 して 発 信 す るこ とが できる の で は ない の か」 と



お っ し ゃっ てい た。 ま た、 そ うす る こと に よって、 民 族性 は 隠す も の では ない よと 在

校 生 に も発信 す る 機会 にな るの で はな い だろ うか と考 えて いる。 式辞 にっ いて は、 ○

電 と ○ くん電０さんと話 し合いながら作成 していく。

■ ０が カ ミ ン グア ウ トを し たと き は、 勢 い だけ で 他の 方 の意 見 も 聞 か れな かっ た。

また、 特別 な こと だけ を 重要 視 して、ク ラス の 他の生 徒 への 配慮 が 担任 と して 欠け た。
Ｉ今 でき る こ と は、 な ん だろ う かな と 考 え るとき り が ない の で、 いろ い ろ な方 の意 見

を 聞く こ と によっ て、 確 認 でき る ので はと 考 えてい る。

電 ■：チマ チョ ゴリを着て卒業式にでている ｏ さんを見て、 どう考えていくのかという

こと が必 要 なこ と では ない の か。 ’ 人’ 人が 在日 外国 人 問題 を考 えて いく こ とが必 要

では な い のかな と 思う。 差 別を す る人・ 差別 を される 人 に焦 点 を あて て しま うと、 差

・別 を する 人 は悪 い 人・差 別を され る 人 はか わいそ うな 人 とな っ て しま うの で はな いの

か。 ま た、 そ うな る と しん どいと 感 じる 生 徒が 出てく る。

口 さ ん は、 自 分 自 身の 考 え ほ しい ので はなく て、 在 目 外 国 人 問題 の こ とを もっ と

考 えて ほ し いと思 っ てい るの だ と 思う。

■ ■： 賛 成の 提案 にた い して、 結 論 を出 しも よろ しいか。

口 ：在 校 生が、 わ れわ れ に 対 して な ぜ だと 言 ってき
’たと き に、 在 校 生 に 題 して お茶 を 濁

すのはした／ない。 また、 口 さん ○ くんだけ 嫡 題に終わらせ た／ない、 と考え

て い る。

も し、 自 分が そ の 立場 に なっ た とき に、 そ のこ と を誇 り に持 っ こ と が でき る だ ろ う

か。わ か らな いが。 卒業 式 を終 わっ た か ら、終わ りと いう こ と はや め て いた だき たい。

順■口１民族衣装で進めていきたい。

・ ｏ： 電Ｄ先 生 の 意見 を聞 いて み たい。 対 外 的 な面 に対 して は どう 対 処す る の かな ど。

■ ０ ： 全 体が 総 意 でと い う こと は でき な いと 思っ て い る。 ユ ダ ヤの 教 え の 中 に 『反対 の な

い 議会 は無 効で ある」 と いう 言葉 が ある。 意見 を出 して い ただ いた な かに、 ●■【さ ん

に チマ チ ョ ゴリ をき て でる こと を 認 める 意見 が多 かっ た。

● 二の 思い は、 在 日 外 国人 教 育 を しっ か り して き たの で あ れ ば、 制 服 で 卒業 式 に 出

た の で はな いの か なと 思っ てい る。 しか し、 そ う では なか っ た。 卒業 式にチマ チョ ロ

ギを 着て で る ことが、 全校 幸あ げ ての 最後 の 同和 教育 だと 思 って い る。 一人 一 人の 生

き 方 あ り方 を 考え る場 で ある。 鳥 商と し ての在 日 外国人 教 育 の最 後 の チャ ンス で はな

い ので は ない かと 考 えて いる。 決 議 した ので あれ ぱ、 みん な で支 えて いか なけ れ ばな

ら ない。 電■Ｋ んが カ ミ ン グア ウ トを した とき に彼女 の 表情、 韓 国 に 交流 でい った と

き 彼 女 が 本名 を 言っ たと き の表 情 は忘 れ られ ない。 我 々 が決 定 した 以 上 は、 温 かく 送

り 出 した い。 ● ■と して は、 式 辞 で述 ぺた い。 ２ 人 に 話 す 内 容を 事 前 に知 ら せ た い。

在 校 生に 対 して は、 卒業 式ま で に報 告す る 必要 が ある と思っ て い る。 保護 者 に 対 して

は、報 告 を しなく て も彼 女 が チマ チョ
ゴリ をきる こと で わ かる ので はない の か。 ま た、

来 賓 に は式 の前 にお 話 を してお く。



時聞 は充 分で は な いが、 先 生 方に 議 論 して い ただ いた こ とは 伝 える。

■口： 口 先生が代表として、 いろいろな問題にたい してどう取り組んでいくのかという

こ と を 言 っ て ほ し い。

口 ：認めていただく という方 向で決定する。

口 ：着るとなったときに、 彼女もか
珪りの勇気が必要なので温かく 早守って ほしい。

口 ： 学校 の 中 で の在
一
目 韓 国 人問 題 が解 消 さ れた わ け で ぽな い。 だ か ら、 学校 を変 え て い

く 必 要が ある。 こ れが 完結 で はなく、 これ か らがス タ ー トで ある。

１■■ ： 難 しい 問題 も含 んで いま す ので、 こ れ から 学ん でいく 必要 が ある。

口 ：立場を明らかヒしていくという、 ■０先生のお話を承諾することはでき ない。 その

生徒 の 人 生を どれく らい 背負 う こと がで きる の か難 しい も のが ある …。 しか し、 そ う

い うの が当 た り前 に なる と あり が たい。



生茸自治会規律畢項

我々 は光輝ある 鳥取商高の生徒と して， 嘗に自

覚と誇りをもって日々の学校生活を明るく， また，
意義あるものにするよう 心掛吋なければならない。

（一） 服 装

登校， 下校の際 に
は男女とも制服を着用するこ

と 。

① 冬期服装は下 記のとおり
．
であるカ佐 襟に鳥

商 記 章 を つ け る こ と。

② 夏 期 服 装 は Ｔｏｒｉｓｙｏ． の ネ
ー ム 入 り 白 の 半

袖 シ ャ ッ お よ び，
長 袖 カ ッ タ ー シ ャ ッ （男 子

の み） と す る。

１． 男 子 の 制 服 は 指 定 の 黒 色 学 生 標 準 服 と す る。。

ボタ ンは指定のも のをつけること。 上衣の下に

着 る シ ャ ッ は 華 美 で な い も の を 着 用 す る こ一と。

２、 女 子 の 制 服 は 本 校 制 服 図 に 示 し た も の と し、
ス カ ー ト 丈 は 膝 皿 下 か ら 上 下５ｃｍの 範 圖 と す る。．

（本校 指定の制 服） 上衣着 用時にペス ト， セ ー

タ ー 等 を 着 る 場 合 は
，
’華 美 で な い Ｖ ネ ッ ク の も

の と す る。

３． 夏 期帽子を用いる場合は高校生と してふさわ

し い も の を 使 用 す る こ と。

４
だｔ慧
に㍑芒＝一鴬竺し麦も機ξ１

の も の と し，
丈 は 膝 ま で と す る。 （本 校 制 服 図

一４８一

に標準型を示す）

５． 登 蜂 † 校 の 際 の 履 物
は
， 男 女 と

も 短 靴， 運．

動 靴．と す る。

（冬 期
．
雨天 時仁 は標準 型の長 靴， レイ

シ

シューズ．
プーツの使用も認める。）

６．一 靴 下 の 隼 は 男 女一と も に 自 ・ 黒 ・ 紺 色．
（単 色）

とする。女子は同色のタイ ツを使用
して もよい。

な お； ハ イ ソ ッ
、
ク ス は 訂

，．
・ル ー ズ ソ ッ ク ス 璋 不

可 と す る。 ．

７． 次 の
も の は， 高

校 生 ら し い 牽 美 で な い も の を

使 用 す る
。
’

雨 傘，

’
靴， マ フ ラ ー， 手 牢，

ペ ル ト 等

８． 校 舎 内 で は 上 履
と し て ツ ッ カ ケ を 使 用 し， 体

青館では指定の専用靴を使用す 孔 ・

９． 男 子 の 頭 髪 は、
高 校 生 ら し い 清 潔 な 髪 型 ≒ し，

、
次の事項を厳守すること。

け） 後髪峠定 しい姿勢をした時， 詰襟にかから

な い こ と。

○ 横髪は耳にかからないこと。

㈹ 前 髪 は 層 に か か ら な い こ
．
とｏ

目 お い さ が
．
り は 耳 沃 ま で を 限 度 と す る。

納
一
パ ー マ，

加 工 等 を し て ぽ い け な い。

ユＱ． 女子の頭髪
は
， 高校

生らしい清濠套髪型とす

る。 次 の 事 項 を 滋 守 す る こ と。

（イ） 頭髪の長さは正しい姿勢の時、 襟の下の線

までを限皮とし長いものは東ねること。

一４９一

ρ） 前 髪 は 眉 に か か ら な い こ と。

バ パ ー マ， 加 工 等 を し た り，
化 糠 を し て は い

け な い。

目 リ ボ ン は， 黒 色， 紺 色， コ ゲ 茶 色 と し 巾 は

２ ㎝ ま で と す る。

１１ 制服 （合服， 夏服、 冬
服） の着用 は原則と し

て下記の期間による。

（男子）

冬服 → 白半袖 シャッ → 冬服

１０／ユ～ ６／１， １０／１～

（女子）

冬服 → 合服 デ 夏服 → 合服

１０／１０，６／ユ、 ６／２５， ９／２エ～

１２． 特別の事情により異装を希望する者は， 所定

の （異装願） により学校の許可を得ること。

（二） 挨 拶

１． 常に
端正な言１語態度をも１ち、

礼儀を失わない

ように注意すること。
２、
常に先生及 び来校者に対し挨捗を怠らぬこと。

３・
生徒同土間の挨拶も進んで実行す多こと。

（三） 正規の 在校時 間内に校地外に出る場合は

必ず外出 許可 簿に記入φ上， 担任の承認を得て
所定の外出許可証を受けること。

（四） 昼 食

一５０一

昼食は指定された時間にＨ・Ｒ洗心館及 ぴ本校

売 店 で と る こ と。

く五） 校内ポスター類の掲示

１． 校 地 内 に ポ ス タ
ー 類一を 掲 示 す る 場 合 に は 指 示

された場所に全枝軍枚以内と し， 学
校の許可を

得 る こ と。 但 し， 新 聞 部 の 速 報，
生 徒 自 治 会 選

挙の場合はこの規定外とする。
２． 使用後のポスター類は掲示責任者において撤

去 す る こ と
。

Ｉ
・

（六） 校舎
，
校具の保全に留意 し， 愛用するこ

と
。

（七） 清
一
掃
．

１． 我 々 の 学 園 を 住 み よ い も の に す る た め， 我 々

の 手 で 美 化 に 努 め る こ と。 ．

２． 清掃 当番は貢任をもって 分担 区域を清掃 し，
清掃用具は所定の場所に保管すること。
（八） 役 員， 委 員， 週 番， 当 番 等 に 服 す る 者 は，
任務に対する自覚をも？下積極的に千の責任を
全 う す る こ と。

．

一

（九） そ の 他
１． 外出の際には必ず証明書を携帯すること。
２． 放課後幸たは休日に校 舎， 僕臭を使用する場

合 に は
， 学
校 の 許 可 を 得 る こ と。

３． 飲 酒 ・ 喫 煙 な ど 高 校 生 と し て ふ さ わ し く な い

グ
ー

行 為 は し な い こ と。 ’

４． 夜 間 外 出 （夏 期 午 後１０時， 冬 期 午 後．９ 時 以 後）
’

，

■

■

一５１一

一 一一 凸 一



及 び外泊は しないこと。

５ 男女間の交際は常に 公明正大であること。

６ 入場禁止場所 （喫茶 唐，
バチ ンコ店

，
カラオ

ケ ハ ウ ス，
ビ リ ヤ ー ド等， そ の 他 好 ま し く な い

場所） に出入りしないこと。

７ 交 通道徳ならぴに交通法規をよく守り，
自転

車の２人乗り， 自動車，
自動二輪車等の無免許

運 転， ス
ピー ド 違 反 等 し な い こ’とｑ

自 動 車
， 自
Ｉ

動二輪車の免許取得はあらかじめ学校の 許可を
’

得ること。 これらによる通 学は原則
として認め

な い
。

８ 下宿
，
アルバイ トを希望する者は予め願書を

提出 して許可を得 るこ ４

９ 部 活 動 （休 暇 中） 及 び 諸 行 事 （旅 行
一
キ ャ ン．

．
プ， 集 会 参

加
， ス
キ ー 登 山， 海

水 浴 等） は 予 め

願 書 を 提 出 し て 許 可 を 得 る こ
一
と。

平成 ９年２月１日一部改正

平成ユ４年６月１日一部改正
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介
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